
平成 20年 10月分 

事務所長からのメッセージ 
 
【皆さん、こんにちは。いつもこのサイトをご覧いただき、ありがとうございます。私ど

もでは、道北地域の金融や経済に関する最新の情報発信に努めております。ご意見やご要

望を是非お寄せください。このページ右下のアドレスにアクセスしてください。】 
 

  10月 1日に公表しました「金融経済概況（道北地区）」では、道北地域の景気の基調
判断を先月までの「弱めの動き」から若干下方修正させ、「やや厳しい状況にある」と

の表現に変更しました。 
 

  このように判断した理由は大きく 3つです。 
 
（1） 個人消費の判断を「弱めの動き」から「やや厳しい状況」に変更したことです。具

体的には、百貨店・スーパー等主要大型店の売上高や新車登録台数が大幅な減少と

なってきています。また、旭川空港を除く道北地域の空港利用客数の伸び悩みも気

になるところです。 
（2） 設備投資の判断を「弱めの動き」から「低迷している」に変更したことです。10月

1 日に公表しました「企業短期経済観測調査（道北地区）」で確認された、平成 20
年度の企業の設備投資計画をみますと、上期実績見込みで前年同期実績比 4割減、
下期計画では同じく 7割減となりました。 

（3） 雇用・所得環境が一段と厳しさを増してきていることです。新規求人数、並びに有
効求人倍率といった雇用関連指標が悪化し、企業倒産も増加傾向にあります。 

 
  加えて、上記短観結果で確認された企業の業況感（マインド）は、非製造業を中心
に一段と慎重化しました。 

 
  厳しい時ほど、過度に悲観しないで、明るく前向きに、創意工夫を凝らし、知恵を
出すことによって将来に向けた蓄積（仕込み）をしていきましょう。このような経済

情勢の下でも、先月のこのコラム（「事務所長からのメッセージ」）でご紹介したと

おりポジティブな動きはあり、今月も継続しています。 
 

  お知らせです。11月 2日（日）に日本FP協会道北支部が主催する「FPフォーラムin
旭川」に参加して、パネル展示やミニレクチャーを行います。私からは、金融教育の

重要性についてお話しする予定です。詳細はこちらのご案内をご覧いただきたいと思

います。入場無料ですので、奮ってご参加ください。 
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